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研究成果要約 
大気海洋研究所作成資料 

2024 年 11 月 18 日 

東京大学 

海洋研究開発機構 

 

窒素循環を駆動する微生物の網羅的検出法を開発 
――アンモニア酸化酵素遺伝子の選択的シークエンシングによる 

遺伝的多様性解析―― 

 

発表のポイント 

◆キャプチャーシークエンシング法に基づいた、窒素循環を駆動する微生物の網羅的検出法の

開発に成功しました。 

◆従来法に比べてバイアスが少なく、アンモニア酸化能を有する微生物群集を低バイアス・高

効率・高解像度に検出することを実証しました。 

◆本手法は、海洋をはじめ、さまざまな環境の微生物群集に応用可能です。 

 

キャプチャーシークエンシング法のイメージ  

 

概要 

東京大学大気海洋研究所の塩崎拓平准教授と伊知地稔特任研究員（研究当時）、海洋研究開発

機構海洋機能利用部門の平岡聡史研究員らによる研究グループは、キャプチャーシークエンシ

ング法を用いたアンモニア酸化を担う微生物の網羅的検出法を開発しました。模擬的な微生物

群集サンプルを用いて、一般的に利用されるアンプリコンシークエンシング法とショットガン

シークエンシング法と比較したところ、本手法は低バイアス・高効率にアンモニア酸化微生物

の群集構造を復元できることが示されました。また、海洋サンプルに応用したところ、上述の

一般手法と比較して、より高解像度にアンモニア酸化微生物群集を検出できることが示されま

した。本手法は海洋のみならず、土壌など他の環境サンプルを対象にすることも可能です。本

手法の応用によって、地球上で窒素循環を駆動している微生物群集の多様性評価が進むと考え

られます。 
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▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。  

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20241118.html 
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研究助成 

本研究は、文部科学省海洋資源利用促進技術開発プログラム「海洋生物ビッグデータ活用技術

高度化」（課題番号：JPMXD1521474594）、科研費基盤研究(B)（課題番号：JP19H04263）、若手

研究（課題番号：JP20K15444）、基盤研究(B)（課題番号：JP21H03592）、基盤研究(B)（課題番

号：JP22H03716）、基盤研究(B)（課題番号：JP23H05411）、学術変革領域研究(学術研究支援基

盤形成)（課題番号：JP22H04925）、JST CREST「海洋生物多様性および生態系の保全・再生に

資する基盤技術の創出」（課題番号：JPMJCR11A3）、「ゲノムスケールの DNA 設計・合成によ

る細胞制御技術の創出」（課題番号：JPMJCR19S2）の支援により実施されました。 
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